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総合的な学習における単元導入部分の活動による問題意識の変容
一小学校第4学年「西条盆地の水・自然・人

～西条盆地の水辺を調べよう～」を事例として-

朝　倉　　　淳
2001年12月18日受理)

Children's Awareness of the Problems in Integrated Study :

A Case Study of "Water, Nature and the People at Saijo Basin" for the Fourth Graders

AtSUshl AsAKURA

Abustract The New Courses of study that include Period for Integrated Study will be implemented from 2002. It is important for

a child to have a keen awareness of the problem, when he or she studies Integrated Study as a problem-solving learning. The aim of

this paper is to examine to what extent awareness of the problems is changed by the lesson of Integrated Study. The results are as

follows. 1 Children do not have the awareness of all problems about their surroundings and communities. 2 Knowing new matters

are necessary for children to arouse their interests. 3 Learning through effective activities and personal experiences makes

children s awareness concrete and keen.

1　はじめに

小学校・中学校においては2002年度から「総合

的な学習の時間」が完全実施となる。この時間の

学習が成立するためには,子どもたちの問題意識

の存在が不可欠である。なぜなら, 「総合的な学

習の時間」の指導のねらいは, 「(1)自ら課題を見

付け,自ら学び,自ら考え,主体的に判断し,より

よく問題を解決する資質や能力を育てること(2)

学び方やものの考え方を身に付け,問題の解決や

探究活動に主体的,創造的に取り組む態度を育て,

自己の生き方を考えることができるようにするこ

とO」 (小学校学習指導要領1998年告示)であり,

このねらいを達成するためには,子どもたちが自

らの問題意識に基づき主体的に問題解決的な学習

を行うことが必要だからである。したがって,早

元の導入部分においては,子どもたちの問題意識

を高めることが,授業の主要なねらいとなる。

では,子どもたちの問題意識を高めるためには,

どのように導入を構成すればいいのだろうか。例

えば,体験的な活動や具体的な事象提示により事

象との効果的な出会いを構成することが有効であ

ることなどは,これまでにいろいろな教科におい

て指摘されている①。しかし,その多くは経験的

であり,子どもたちの問題意識が,どのような授

業によってどのように変容するのかは,実証的に

は十分に明らかにされていない。特に,総合的な

学習については　2002年度からの完全実施である

ため,先行研究は少ない②。本研究では,総合的

な学習の単元導入部分において,子どもたちの問

題意識がどのような授業によってどのように変容

するのかを明らかにし,子どもたちの問題意識を

高める導入の在り方について,仮説を導くことを

目的とする。

2　研究の方法

(1)研究過程の概要

本研究では, 「総合的な学習」として構成され

た単元「西条盆地の水・自然・人　-西条盆地の

水辺を調べよう～」 (東広島市立三ッ城小学校第

4学年)を事例とする③。

まず,単元の導入に先立ち,子どもたちの水に

対するイメージや生活経験等を質問紙Aを用いて
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調査した。次に,授業の展開にあわせて,授業で

使用したワークシートA,B及び質問紙Bを用いて,

子どもたちの問題意識に関する情報を収集した。

得られた結果を整理,分析するとともに,授業の

展開と照合して考察し,子どもたちの問題意識を

高める導入の在り方についての仮説を導いた。

(2)調査方法

本研究における調査対象者は,東広島市立三ッ

城小学校第4学年1組35名(男子19名,女子16

名),2組33名(男子17名,女子16名),計68名

(男子36名,女子32名)である。調査の時期につ

いては,質問紙Aは2001年9月5日,ワークシー

トAは2001年9月28日,ワークシートB及び質

問紙Bは2001年10月4日であった。

質問紙による調査は,学級ごとに担任教諭が集

団調査法により質問紙への回答を求める形で実施

した。質問紙への回答は,個別の変容をとらえる

ため,また学習指導の実際に活用するために,記

名式とした。ワークシートによる調査については,

担任教諭等によって実施された授業の展開にあわ

せてワークシートへの記述を求める形で実施した。

質問紙Aの調査項目は,水に対するイメージに

関するもの,水辺体験の頻度や内容に関するもの,

水辺の生き物の知識に関するもの,水に関係する

疑問や思いに関するもの,日常の遊びや動植物へ

のかかわりに関するもの,地域での移動の範囲に

関するものであり,選択や記述によって回答する

ようにした④。質問紙Bでは,質問紙Aのうち,

水に対するイメージに関する項目を全く同じ形で

取り上げ,そのまま調査項目とした。ワークシー

トA,Bによる調査では,それぞれの「気付いた

こと,疑問に思ったこと,調べたいこと」の欄に

記述を求めた。

3　本単元の概要と導入部分の授業展開

(1)単元観

西条盆地(広島県東広島市)は河川や湖沼に土砂

等が堆積し約50万年前にその原形が出来上がっ

たと言われる。現在は,標高約200mから250mで,

南北に約10km東西に約10～15kmの広がりをも

つ⑤。その中心を流れる黒瀬川は,東広島市北部

の並滝寺池付近を源流とし,黒瀬町から呉市を通

って瀬戸内海に至る。上流域にあたる東広島市八

本松町や西条町では黒瀬川流域の地下水を使った

淳

酒造業が盛んであり,古くから稲作と並んでこの

地域の主要な産業であった。現在,黒瀬川や盆地

内に数多く存在する溜池とその水辺には,貴重な

種も含めて様々な動植物が生息するが,急速な都

市化に伴い生活排水の流入等による汚染も進み,

環境は悪化している。

このような特徴を持つ西条盆地の水環境は,西

条盆地内に位置する三ッ城小学校の子どもたちに

とって,地域の事象を通して具体的に学ぶ環境学

習の学習材として適切であろう。

(2)単元目標

本単元は,子ども自身が現地調査を行いながら,

水と自然と人との関係を総合的に学んでいく単元

であり,「西条盆地の水辺から学ぼう」と「三ッ

城小ビオトープをつくろう」の2つの中単元で構

成されている。本研究で対象とする中単元「西条

盆地の水辺から学ぼう」の目標は,次のようにな

っている⑥。

○　西条盆地を流れる黒瀬川を中心とする身近な

水環境について体験したり調査したりする活動

を通して,水と自然と自分たちのくらしとのか

かわりについて,自分なりの考えを持つ。

〇　日分たちの住む三ッ城地域の環境について関

心を持ち,自然体験を大切にしようとする実践

力を育てる。

○　調べてみたいことから自分の課題を決定し、

主体的に追究しようとする態度を育てる。

中単元2

三ッ城小ビ
オトープを
つくろう
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(3)単元構成　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)導入部分の授業展開

本研究が直接対象とする中単元「西条盆地の水　　　本単元の導入部分における授業展開の概略は,

辺から学ぼう」の単元構成の概略は図1のとおり　　表1のとおりである⑧。

である⑦。

表1中単元「西条盆地の水辺から学ぼう」の導入部分における授業展開の概略

次 時 主 な 学習 活 動 教 師 の か か わ り等 問題 意 識 の 調査 方 法 等

事 前 ○　 質 問 紙 の設 問 に 回答 す る。 ○　 質 問紙 調 査 を実施 す る 。 質 問 紙A

(水 に対 す る イ メ ー ジ ,

水辺 体験 の 頻度 や内容 等)

1 次 ト3 ○　 西 条 盆 地 の シ ミュ レー シ ョ ン ○　 西 条 盆 地 の 地 形 の 様 子 を コ ン 観　 察

ワー ク シ ー トA

画 面 を見 て,土 地 の 様 子 に関 心 を ビュ ー タ画 面 で 示 した り,水 環 境

も ち, 「雨 が 降 った ら ど う なる か」 に つ いて 発 間 した りして ,地 域 の

を 自分 な りにイ メ ー ジす る 。 水 環 境 に対 す る 関心 を高 め る。

○　 地 域 の どこ に水 が あ るか を 調 ○　 斑 毎 に 15 片 の 地 図 を渡 して作

ベ る ため,地域 の地 図中 の川 ・水 路 ・ 業 を させ ,つ な ぎ合 わせ る こ とで

池 な ど水 の あ る 所 に青 色 を塗 り, 水 の 流 れ に注 意 を 向 け る よ うに

貼 り合 わ せ て ,大 き な水 辺 マ ップ

をつ くる。

○　 西 条 盆 地 の 水 に は 特 散 が あ る

す る。

○　 写 真 や 「水 」「酒」の 実 物 を提 示

こ と を知 り,調 べ る方 法 を考 え , しなが ら,西条 盆 地 の水 には 自然 , (気 付 い た 土 と, 疑 問 に

話 し合 う。 社 会 ,歴 史 ,人 々等 との 関 係 か ら 思 った こ と, 調 べ た い こ

特 徴 が あ る こ と を話 し,探 検 や 調

査 に対 す る興 味 ・関 心 ・意 欲 を 高

め る。

と)

4 ○　 黒 瀬 川 探 検 に 行 くた め に ,必 要 ○　 言 葉 が け 等 に よ って ,探 検 の イ

な物 や事 柄 を考 え,話 し合 う。 メ ー ジ をつ く り,必 要 な物 を考 え

させ る と と もに,安全 指 導 を行 う。

5-8 ○　 黒 瀬 川探 検 をす る。 ○　 子 ど もた ち の 気 付 きや 疑 問 に 観　 察

(9　 川 端 を上 流 に 向 け て 歩 き, 川 共 感 す る と と もに ,気付 きや 疑 問

の様 子 を観 察す る。 の広 が りや 深 ま りが 出 る よ うに ,

②　 水 辺 に下 りて , 自由 に探 検 を 言 葉 が け を した り実 物 を示 した

す る。

③　 田 や 住 宅 地 の 問 を 抜 け る水

路 に沿 って 下 流 に 向 け て 歩 き,

帰校 す る。

りす る。

9 ○　 黒 瀬 川 探 検 で , した こ と,気 付 ○　 探 検 で 気 付 い た こ とは ,水 辺 マ ワー ク シ ー トB

い た こ と,思 っ た こ とな どを交 流 ップ に書 き込 み をす る よ うに して , (ワー ク シー トA と同 様 )

す る 。 交 流 の際 に分 か りやす くす る。 質 問 紙B

(水 に対 す る イ メー ジ等 )

2 次 1-2 ○　 全 体 テ ー マ と個 別 の テ ー マ に ○　 探 検 の 際 に録 画 したV T R を用 ワー ク シ ー トC

つ い て ,話 し合 い , テ ー マ 別 の グ い て ,探 検 の 様 子 を想 起 させ る 。 (共通 テーマ ・個 別テーマ)

ル ー プ をつ くる。

○　 グル ー プ ご と に学 習 計 画 を 立

感 想 の 中 に見 ら れ た 疑 問 を ワ ー

ク シー トに整 理 して お き,個 別 テ

ー マ や グ ル ー プ 分 け の と き に使
用 す る。

○　 具体 的 な計 画 に な る よ うに ,例

て る 。 を示 した り言 葉が け を した りす る。
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4　問題意識の変容の実際

(1)総合的な学習における子どもの問題意識

「問題意識」は,教育用語として一般的に用い

られている。しかし,共通の明確な定義があるわ

けではない。日常用語としてもその定義はまちま

ちであるが,r日本語大辞典j(梅樟忠夫他監修,

講談社,1989年)によれば,問題意識とは「ある

事柄を解決すべきものとして受けとめる考え・自

覚。」である。これを数行して考えるならば,総

合的な学習における子どもの問題意識とは,いわ

ゆる学習問題(学習課題)に対して,それを解決す

ることの意味や意義を認め,「解決すべきもの」

「解決したいもの」として受けとめる考え・自覚

と言えよう。また,学習材としての事象に含まれ

る「分からない」「できない」事柄を「分かるよ

うになりたい」「できるようになりたい」という

思いで受けとめる考え・自覚とも言えよう。

しかし,子どもたちの受けとめは必ずしも明確

に自覚されておらず,また移ろいやすいものでも

ある。たとえ素朴で漠然とした疑問や思いであっ

ても,それはより明確な問題意識へと発展する可

能性を持つ。したがって,ここでは問題意識を広

く解釈し,学習問題として設定されるような碓か

な考え・自覚だけでなく,「おやっ。」「不思議だな。」

「調べてみたいな。」といった素朴で漠然とした疑

問や思いを感じることまでを含めることにする。

子どもたちの様々な問題意識の状況をとらえる

には,①どのくらいの強さで,解決すべき問題と

して受けとめているのか,(塾その事象のどのよう

な事柄について,解決すべき問題として受けとめ

ているのか,を知る必要がある。①は,興味・関心・

意欲の度合いの問題であり,②は,問題として受け

とめられた事柄の内容の問題である。次項以下,(丑

及び②の視点から問題意識の変容をとらえていく。

(2)興味・関心・意欲の変容

興味・関心・意欲については,質問紙A及びB

によって,その変容をみる。前述したように質問

紙A,Bでは,水に対するイメージを問う項目を

設け,4段階で回答するようにしている(得点は,

肯定的なものから3,2,1,0)。このうち,興

味・関心・意欲と関係するA:「おもしろい-つま

らない」,B:「すき-きらい」,C:「遊びたい-遊

びたくない」,D:「行きたい一行きたくない」の

4項目を取り上げ,事前の調査と第1次第9時の調

淳
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2
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ま
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〇　人おもしろい

-t-B:すき

・・▲‥c:遊びたい
-★-・D:行きたい

事前　　　　第1次第9時

図2「水」に対する興味・関心・意欲に関する
項月の平均値の変化

査における回答の変容を検討することとした⑨。

各項目における事前の得点の平均値と第1次第

9時の平均値を比較するために,t検定を行った。

その際,それぞれの項目において,事前の段階で

得点が3であったものは除外した。これは,それ

ぞれの項目について,全ケースの約半数が事前の

段階で最高値である3であったため,これを除外

して,0,1,2のケースの変化を把握しやすくす

るためである。全データ数は65であり,事前の

段階で得点が3であったものを除外した後のデー

タ数は,A:32,B:33,C:31,D:30である。

t検定の結果,4項目とも,より肯定的な回答が

増えていることが示された(「おもしろい」

(t(31)=4.289,pく.01),「すき」(t(33)=4.707,

pく01),「遊びたい」(t(31)=3.649,p<.01),「行

きたい」(t(29)=3.5,pくOl))。図2は,それぞ

れの項目において,事前の段階で得点が3であっ

たものを除外したものの平均値の変化を示したも

のである。また,表2は,全データを対象に,得

点の上昇や下降,変化なしなどの状況をその人数

で示したものである。

個別にみたとき,それぞれの項目における得点

の変化は一様ではないが,全体としては,第1次

表2「水」に対する興味・関心・意欲に関する
得点の変化(事前→第9時)の状況

(人)

変 化 の 状 況 A B C D A 肛 D 合 計 値 の 変 化

上 昇 18 15 17 14 2 5

変 化

な し

3 → 3 2 3 2 5 25 2 8 ( 12 → 12 )　　　　　 13

2一→2 , 1→ 1 12 17 10 14 ( l l→ l l, ‥ , 1→ 1 ) 1 4

0 -→0 1 0 1 0 (0 - 梱 )　　　　　　　 0

下 降 ‖ 8 1 2 9 13

計 6 5 6 5 65 6 5 6 5

※　各項目の得点は,肯定的なものから3,2,1,0。
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の学習を経て,興味・関心・意欲は高まっている

と言えよう。

(3)問題として受けとめられた事柄の内容の変容

本事例では,第2次第1～2時において,興

味・関心別に「水の流れ」「水の利用」「水辺の植

物」「水辺の動物(2グループ)」「水の性質」「黒

瀬川の不思議」の6テーマ,7グループを編成し

ている。ここでは,この6テーマの枠組みを使っ

て,質問紙A(事前),ワークシートA(第1次第3

時),ワークシートB(第1次第9時)の記述を整

表3　質問紙・ワークシート中の問題としての記述例

` 事　 前 第 1 次 第 3 時 第 1 次第 9 時

水 の流れ ○　 水 はどこからくるのか。 ○　 黒瀬 川 は どこにつ な ○　 川 の流れが 場所 に よ

○　 水 はな んで どん どん が るのか。 って違 うのが不 思議 で

流れて くるか。 ○　 西条 の川 は何個 くら す。

いあるのか。 ○　 水路 は どこ まで続 い

ているのか。

水 の利用 ○　 川や池 の水 は どの よ ○　 西条 の水 は どんな こ ○　 米 は どの くらいの水

うに使われるか。 とに利用 されるのか。 で育つのか。

○ 水で遊 んだ りす る人は ○　 どう して西 条 の水 は ○　 水路の途中の穴は, ど

多い が使 われ る方法 は お酒にいいのか。 こか ら水 を も らって ど

あま りないのか。 こへ送 るのか。

水辺の植物 ○　 黒瀬 川 に どん な植 物 ○　 ほ かに どんな植物 が

があるのか。 いるか。

○　 サ イジ ョウ コウホネ ○　 植物で,川の中に生え

は どんな植物か。 てい て川 の まわ りには

な く,川の まわ りにあ っ

て川 の中 には ない植 物

がいっぱいあったけ ど,

す ぐ とな りな の になぜ

か。

水辺の動物 ○　 水 の 中に なんで魚 が ○　 黒瀬川にいってい ろい ○　 鯉 や メ ダカな どは何

いるのか。 ろな生 き物を調べ る。 でそ こにす んで い るの

○　 川 に は どん な生 き物 ○　 ナニワ トンボはどこに か。

が棲んでいるか。 P るのか。 ○　 生 き物 が棲 みやす い

のは理 由が ほか に もあ

るか もしれ ない か らそ

の理由 を調べたい。

水の性 質 ○　 水はなぜ透明なのか。 ○　 きれいな水 と汚い水 を ○　 上流 と下流の水質調査。

○　 水はどんなエネルギー 研究 してみたい。 ○　 黒 瀬川 を きれい にす

を持つことができるのか。 ○　 水 道水 と川 の水 はど

んなにおいなのだろう。

るにはどうすればいいか。

黒瀬川の不

思議

○　 メモ リのつい た柱 は

何だ ったのか。

○　 川 の途 中ので こぼ こ

になってい る物は何か。

その他 ・ ○　 どう して水 の 中で は ○　 黒 瀬川 の水 を さわ り ○　 もう一度,黒瀬 川探検

分類不能 息が で きない の だろ う たい。 に行ってみたい。

か。 ○　 もっと西条 にしかない ○　 赤 くて光っている物 を

○　 なぜ魚 の死 骸が 浮い 物 を調べ る。 見 た らカ ラスが逃 げ る

ていないのか。 のはなぜか。
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理した。

まず,多様な記述の中から,子どもたちが問題

としている事柄が含まれる記述(疑問文で書かれ

たもの,不思議とされているもの,「調べたい」

「確かめたい」などの意があるもの)を抽出した。

次に,それらを前述の6テーマに分類した。いず

和こも含まれないものや複数のテーマにかかわる

ものなどは「その他・分類不能」とした。

表3は,分類した記述の実際を例示したもので

ある。また,図3は,記述された事柄の内容とそ

の変容について示したものである。

図3に示した結果より,第1次の学習を通して,

子どもたちが問題とした事柄は全体として多様化

し,記述の数も増加していると言えよう。

60

50

40

30

20

10

0

m r iii 悶

事前 第 1次第3時 第 1次第9時

■水 の流れ 10 15 16

日永 の利用 3 11 3

■水辺 の植物 0 47 16
ロ水辺 の動物 8 49 45

℡水の性質 17 14 21

℡不思議 0 0 4

白その他 4 12 3

図3　問題とされた事柄の内容とその変容

5　考察及び結論

(1)興味・関心・意欲の変容と授業展開

興味・関心・意欲は,どのような授業によって

変容したのであろうか。

本事例では,子どもたちの問題意識に関して二

つの特徴的な状況がみられた。一つは,第1次第

3時での子どもたちの問題意識である。65名中

44名がワークシートに,「サイジョウコウホネ」⑲

又は「ナニワトンボ」⑬に関連することを調べた

いと記している。事前の質問紙調査では一件もな

かった事柄である。もう一つは,第1次第9時の

子どもたちの問題意識である。ここでは逆に,前

述したサイジョウコウホネ又はナニワトンボの直

接的な記述が一件もなかったことである。

なぜこのようなことが起こったのか。

淳

前者については,第1次第3時の授業で,指導

者(この場面では筆者)が意図的に西条盆地に生息

するサイジョウコウホネとナニワトンボを貴重な

種として紹介したためと考えられる。

興味・関心・意欲は,事象との出会いがあって

はじめて成立するものである。本人にとって全く

未知の事象に対して,興味・関心・意欲は起こり

えない。興味・関心・意欲が引き起こされるため

には,その事象との出会いが必要である。また,

すでにいくらかの出会いのある事象について興

味・関心・意欲を高めるためには,例えば先行経

'験とのずれを生むような,効果的な事象との出会

いが必要である。この時間には,サイジョウコウ

ホネやナニワトンボ以外にも,西条の酒造業のこ

とや水道水と黒瀬川の水の違いなどについて,現

物を使って紹介した。これらに関する問題意識に

ついても同様なことが起きている。

後者については,第1次第5時から第8時に実

施した体験的な学習によって新たな出会いが生ま

れたためと考えられる。体験的な学習はそれだけ

印象的で大きな影響を及ぼす学習であると言えよ

う。しかし,サイジョウコウホネやナニワトンボ

に対する興味・関心・意欲が消滅したわけではな

い。黒瀬川探検の際にそれを探す姿が見られただ

けでなく,家庭で引き続き図鑑やインターネット

で調べたり,休日に家族とそれを探しに黒瀬川等

の水辺に出かけたりしたことが報告されている。

(2)問題とされる事柄の多様化と授業展開

問題とされる事柄の多様化はどのような授業展

開によって生起したのであろうか。

多様化は,前項と同様に,教師の意図的な働き

かけによる新たな事象との出会いと,体験的な学

習によって起きたと考える。なぜなら,第1次第

3時での子どもたちの問題意識は,その授業で扱

った事柄,内容に即して変容しているからである。

また,第1次第9時の問題意識は,そのほとんど

が,第5時から第8時の黒瀬川探検で自らが気付

いた事実に基づいたものであるからである。

また,問題として挙げられている事柄やその記

述の仕方には次のような変容が見られる。

[I　事前]　ここで挙げられている事柄は,

自らの生活経験や既習事項に基づいていると

考えられる。記述は一般的,抽象的になされ

ており,記述そのもののない子どもも65名
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中22名見られた。(事前の調査でABCDの合

計値が12,11,10の興味・関心・意欲が比

較的高いグループの無答は36名中7名,9

以下のグループの無答は29名中15名)。

[Ⅱ　第1次第3時]　ここで挙げられている

事柄は,教師からの提示によってつくられた

出会いから生起していると考えられる。記述

されている内容のほとんどが授業中に触れた

事柄に関するものだからである。ここでは,

「○○したい。」又はこれに類する記述が増え

ている(度数は,事前,第1次第3時,第1

次第9時の順に,0,61,55)。

・[Ⅲ　第1次第9時]　ここで挙げられている

事柄は,前時までの体験的な学習によって生起

していると考えられる。記述されている内容

は,第5時から第8時の活動で自らが出会い

気付いた事実に基づいて,自らが感じた疑問

等として記されているからである。ここでは,

「もっと」「もう一回」「もう一度」「今度は」とい

う記述が増えている(度数は,事前,第1次

第3時,第1次第9時の順に,0,4,12)。

アンケート1　　　　　　　　　　　年　　皿　　　　事　　男　女　　名相　　　　　　　　　)

これはアンケートでも　したことや思ったことと,ナなおにこたえてくださへ

■lこ出したり.人とそうだんしたりしないようにしてくださいh

l　りIlや粗というものに対するあなたのイメージtこたえてくださいヽそれぞれの数字にある4つのうち1つ七〇で
かこんでくださへ

(p　きたない

②　違い
①　おもしろい

6)　こわい

①　わたたかい

(む　　さけん

⑦　がいたあたえる
⑧　すき

⑨　喜びたい

0　行きたい

ナこしきたない

すこし遮い

すこしおもしろい

すこしこわい

ナこしあたたかい

すこしさけん

すこしがいthたえら

ナこしすき

ナこし遊びたい

寸~こし行きたい

すこしきれい　　　　　　きれい

すこし近い　　　　　　近い

ナこしつまらない　　　つまらない

ナこしやさしい　　　　やさしい

すこしつめたい　　　　　つめたい

すこしわんせん　　　　　あんせん

すこし役立つ　　　　　　社立つ

すこしきらい　　　　　きらい

あ量り遊びたくない　　遊びたくない

あまり行きたくない　　行きたくない

2　川や池の摘み丁′勺で遊んだことがありますかl Oでかこんでくだきlヽ

ある(月に1臥上　　ある(年に1.2回くらl寸　　ある(これまでに1.2回くらい)　　　ない

位で.rあるJとこたえた人だけ.3にこたえてくだきlヽ〉

3Jlトや抱でどんなこととして喜びますかlよくする抑こ◎.たまにする跡こOをつけてくださlヽ

(D　▲tつる.()　　　　　　　　　⑦　細で生きもたつかまえる.(　〉
①　抄や石で選ぶ.(　〉　　　　　　　　◎　事や相見()

⑤　はかにhhdb一つこの中に書き入れてくださlヽ(

(ここから全1こたえてくださへ)

4　川や1蝕こいるtや生き賊も腑を知っていt十かIもっている名綱をtき出してみ暮しょう.10まで

e J木Jのいろいろなこととそ,ぞうしてみ上し1う.そして.r水Jについてふしぎlこ思うことや■-くみたいことを下に

か、てみtLlう.

.財

IからⅡ,Ⅲへの変容をみると,問題意識は,

より具体的で明確なものへと質的に変容している

ことを読み取ることができる。このような変容は,

事前の興味・関心・意欲の高低にかかわらず共通

に見られた。この質的な変容についても,本事例

においては,新たな事象との出会いや体験的な学

習によってもたらされたものであると考える。

(3)問題意識を高める導入の在り方

本事例における子どもたちの問題意識の変容と

授業展開から,総合的な学習における導入の在り

方に関連して,次のような仮説を導く⑫。

①　地域における特徴的な事象であっても,子

どもたちは,はじめから高い興味・関心・意

欲を持っているとは限らない。

②　興味・関心・意欲を高めるためには,事象

との効果的な出会いが必要である。

③　体験的な学習は,具体的な事実に基づいた,

より明確な問題意識の成立に有効である。

これらの仮説が正しいならば,総合的な学習の

導入は,子どもたちが予め持っている興味・関

心・意欲に依りながらも,それだけに頼って授業

アンケート　2　　　　　　　　　　　年　　選　　　　書　　男　女　　名相　　　　　　　　　)

これはアンケートで~11したことや思ったことを.すなおにこたえてくださレヽ

事に出したり.人とそうだんしたりしないようにしてくださいね.

1天気の上い星間.よく遊ぶ■所は家の外ですか.中ですか.

辛の外　　　　　　　どちらかといえl球の外　　　どちらかといえl環の中　　　家の中

空　章花を書てたり.草花で遊んだりすることは好き~M~かし○~咽んでくださlヽ

好き　　　　　　　すこu子き　　　　　　　　　あまり好きではない　　　　如きではない

8　会をつかまえたり,かったりすることlも好きですれ○~て潤んでください.

好き　　　　　　　すこし鮨さ　　　　　　　　あまり好さではない　　　　好きではない

4　自分の家の近くの道はたl.ナこし蒙った丘じのきれいなたがさいていたとしまtこの花の名前を知りたくなりまし

た.花の名前を知るためにどのような方法があるでしょうか.自分が思いつく方法を書き出してみましょう.10ま~n

6　次のいろいろな1所のうち.それがある場所を知っていて.そこまでパスやタクシーをせわなくても一人で行けると思

うものを○で1恵みましよう.
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図4　事前の調査で使用した質問紙A

-29-

西条釈

随所

西奥プラザ

西条しょうぽうしょ

7レスタ

m運h公重

はちまん神社

下t.大池

もりなが油

農小学校

イズミ

寺西小学校

西条けいさつしよ

デオヂオ

中央公爛

れんげ寺構

えぐ支橿

サンスクエア



朝　倉

を;ニますることは困難であろう。単元の導入部分

においては,体験的な学習をはじめ,様々な形で,

子どもたちと事象との効果的な出会いが意図的・

計画的に構成されなければならない。

6　おわりに

本研究における結論は,仮説という形で示した

とおり,一つの事例に基づいた暫定的なものであ

る。したがって,他の素材を学習材とする総合的

な学習においても同様な結果が得られるのか,ま

た他学年の学習においてはどうであるのか,など

明らかにすべき点が多く残されている。また,個

別の変容を縦断的に理解していく必要もある。研

究を継続していきたい。

謝　辞

本研究にあたり,授業実践ならびに資料提供等

のご協力をいただきました東広島市立三ッ城小学

校の渡辺秀人校長先生,橋原真奈美先生,保手濱

嘉宏先生,重信有紀先生をはじめとする教職員の皆

様,ならびに子どもたちに心より感謝申し上げます。

注

(》　例えば,拙論「社会的判断力を育成する小学

校社会科の授業構成-「私たちの生活とごみ」

を事例として-」社会科研究第45号,1996,

pp.51-60。長野県茅野市立永明小学校教育研究

会『問題意識の成立と場の構成j広島大学出版

研究会,1973。

②　関連の深い文献としては,例えば,加藤幸

次・佐藤有編著『児童・生徒の興味・関心に基

づく総合学習』黎明書房,1999。小島宏・片岡

眞幸福『小学校　総合的学習　新単元づくりの

ヒント3　興味・関心をもとに創る」教育出版,

2000。

③　本事例は,東広島市立三ッ城小学校(渡辺秀

人校長,2001年4月開校)第4学年(担任　橋原

真奈美教諭,保手濱嘉宏教諭)が2001年9月末

から12月にかけて実践したものである。なお,

筆者が直接指導にあたった場面もある。

′3　図4として,使用した質問紙を示す。質問紙

は2枚にわたるが,本稿では質問紙Aとして一

手壬して扱った。

手　ヨ粂盆地については,次の文献を参照した。

淳

東元定雄・松浦浩久・水野清秀・河田清雄「呉

地域の地質」地域地質研究報告　5万分の1区l

幅　高知(13)第14号,地質調査所,1985。水野

活秀・南木睦彦「広島県西条盆地南部の第四系

の層序」地質調査所月報第37巻第4号,地質

調査所,1986,Pp.183-200。水野篤行「西南日
本内管西部域の後期新生界(とくに内陸相)の堆

積相解析(課題番号02640601)」平成4年度科学

研究費補助金(一般研究C)研究成果報告書,

1993。高木哲一・水野活秀「海田市地域の地質」

地域地質研究報告　5万分の1地質図幅　高知

(13)第3号　N1-53-33-6,地質調査所,1999。

(り　2001年10月16日実施の東広島市三ッ城小学

校校内研修資料による。橋原教諭の了解を得て,

筆者が一部修正した。

(カ　国に示した授業時間数は,実際に要した時間

数及び予定時間数。

(り　本研究は単元の導入部分として第1次までを

対象とするが,第2次への発展をみるため,第

2次の初めの2時間までを表1に含めた。

(9　三ッ城小学校第4学年の68名中,途中欠席

等によるデータの欠損のない65名(男子34名,

女子31名)のデータを分析の対象としている。

⑲　サイジョウコウホネ(キンポウゲ目スイレン

科)は,溜池に生育する水生植物で,東広島市

の西条盆地が唯一の産地であると言われる。広

島県監修,執筆者代表　水岡繁登r-レッドデ

ータブックひろしま-　広島県の自然と野生生

物j　中国新聞社,1995。広島県編　執筆者代表

水間繁登r広島県の絶滅のおそれのある野生生

物-レッドデータブックひろしま-』財団法人

広島県環境保健協会,1995。参照。

⑪　ナニワトンボ(トンボ目トンボ科アカネ属)

は,青い赤トンボと言われ,絶滅危倶Ⅱ類に指

定されている。青木典司氏作成のホームページ

http://www3.justnet.ne.jprLaoki/odonkobe/

naniwato.htm参照。

環境省自然環境局野生生物課RDB種情報検索

ホームページ

http://ⅥW.biodic.gojp/rdb/redlist/rdb_do」)5.html

参照。

⑫　波多野誼余夫・稲垣佳世子はD,Eノヤーライン等

の考えを発展させる形で,授業における認知的動

機づけの利用として「特殊的好奇心の利用」(1
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不調和をひきおこす教育的操作　a子どもの既

存の信念や先人見の利用,b新しくつくられた認

知的標準の利用,C既存の情報相互の不整合の認

知,2不調和の喚起と応答的環境)と「拡散的

好奇心の利用」について述べている。本論で得

られたデータや考察は,間接的にこれを支持して

おり,仮説も関連している。波多野誼余夫・稲垣

佳世子r発達と教育における内発的動機づけj

明治図書出版,1971,pp.102-116,参照。

付　記

本研究は,財団法人　日本生命財団の助成を受

けた研究「地域の水環境を学習材とする環境学習

としての『総合的な学習』プログラムの考案一広

島県西条盆地を例として-」(研究代表者　広島

大学大学院教育学研究科助教授　山崎博史)の一

部である。
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